の 
アリ に 行き な さい 、 あ な た は 怠け 者 で す 。 あ 
な た の や り 方 を 考え 、 賢 くし て くだ さい 。 案 
内 人 、 監 督 者 、 支 配 者 を 持た ず 、 夏 に 肉 を 提 
供し 、 収 穫 時 に 食物 を 集め る . 怠 必 な 男 、 あ 
な た は どれ くら い 寝 る つも り で すか ? いつ 起 
きま すか まだ 少し 眠り 、 少 し 眠り 、 腕 を 組ん 
で 少し 眠り ます 。 あ な た の 貧し さ は 旅人 の よ 
うに 、 あ な た の 欲望 は 武装 し た 男 の よ うに や 
っ て きま す 。 歳 言 6:6-11 


心 を 尽く し て 心 を 保っ て くだ さい 。 そ こ に は 人 生 の 問題 が ある か ら 
で す 。 歳 言 4:23 


怠 情 な 手 を 扱う 者 は 介し く な り 、 勤 勉 な 者 の 手 は 富む 。 な まけ 者 
は 、 歯 に 酢 の よ うに 、 目 に 煙 の よう に 、 彼 を 送り 込む 者 た ち に 与え 
られ ます 。 大 言 10:4, 26 


勤勉 な 者 の 手 は 支配 を 負う が 、 怠 情 な 者 は 貢ぎ 物 の 下 に ある 。 人 意 情 
な 人 は 狩り で 得 た も の を 煎 する の で は な く 、 勤 勉 な 人 の 物質 は 貴 
重 で す 。 誠 言 12:24、27 


怠け 者 の 魂 は 欲望 を 抱き 、 何 も 持た ず 、 勤 勉 な 者 の 魂 は 肥え ます 。 
虚栄 に よっ て 得 た 冨 は 減る が 、 労 苦し て 集め る 者 は 増え る 。 大 言 
13:4、11 


すべ て の 労働 に は 利益 が あり ます 。 歳 言 14:23 
怠け 者 の 道 は いばら の 生け 垣 の よう だ が 、 義 人 の 道 は は っ きり し て 
いる 。 歳 言 15:19 


仕事 に 怠 情 な 人 は 、 浪 費 家 の 兄 弟 で も あり ます 。 大 言 18:9 

怠 怖 は 深い 眠り に 落ち ます 。 そ し て 意 怖 な 魂 は 人 角 え に 苦し む で し ょ 
う 。 人 怠 情 な 人 は 手 を 胸 に 隠し 、 そ れ を 口 に 戻 そう と も し な い 。 短 言 
19:15、24 


怠け 者 は 塞 さ の た め に 耕す こと は あり ませ ん 。 それ ゆ え 、 彼 は 収穫 
を を い 、 何 も 持た な いで あろ う 。 あ な た が 貧困 に 陥ら な いよ うに 、 
眠る の を 愛し て は いけ ませ ん 。 あ な た の 目 を 開け な さい 。 そ うす れ 
ば 、 あ な た は パン で 満足 する で し ょ う 。 誠 言 20.4、13 


勤 編 な 人 の 考え は 、 豊 か さだ け に 集中 する 傾向 が あり ます 。 し か 
し 、 欲 する こと だ け を 急い で いる すべ て の 人 の こと で す 。 怠け者 の 
欲望 は 彼 を 殺し ます 。 彼 の 手 は 労働 を 拒否 する か ら で す 。 彼 は 一 日 
中 食欲 に 食欲 で ある 。 姜 言 21:.5、25-26 


怠 愉 な 男 は 言う 、「 外 に ライ オン が いる 、 私 は 通り で 殺さ れる だ ろ 
う 。」 あな た は 目 分 の 仕事 に 勤勉 な 人 だ と 思い ます か ? 彼 は 王 の 前 
に 立ち ます 。 彼 は 意地 悪 な 人 の 前 に 立っ て は な ら な い 。 大 言 
22:13、29 


私 は 怠け 者 の 畑 の そば を 通り 、 理 解 力 の な い 人 の ぶどう 畑 の そば を 
通り まし た 。 そ し て 、 見 よ 、 そ れ は すべ て トゲ で 覆 われ 、 イ ラク サ 
が その 顔 を 路 い 、 そ の 石垣 は 月 れ て いた . 感 言 24:30-31 


扉 が ちょ うつ が いで 回 る よう に 、 怠 け 者 は ペッ ド で 回 る 。 大 言 
26:14 


私 た ち が あ な た と 一 緒 に いた と き で さえ 、 私 た ち は あ な た に これ を 
命じ まし た 。 テ サロ ニケ 第 二 3:10 


あな た の 手 が 何 を する に し て も 、 あ な た の 力 で それ を し て くだ さ 
い 。 あな た が 行く 墓 に は 、 わ ざ も 、 工 夫 も 、 知 識 も 、 知 恵 も な いか 
ら で す 。 伝道 の 書 9:10 


怠け 者 の せい で 建物 は 朽ち 果て る 。 そ し て 手 の 怠 情 に よっ て 、 家 は 
通り 抜け ます 。 伝道 の 書 10:18 


盗ん だ 者 は も う 盗 まな いで くだ さい 。 む し ろ 、 困 っ て いる 人 に 与え 
な けれ ば な ら な いか も し れ な い 良 いも の を 手 で 働か せ て 労 わ ら せ て 
くだ さい 。 エ ペソ 人 へ の 手紙 4:28 


骨 の 折れ る 仕事 や 牧 を 憎ん で は な ら な い 。 伝道 の 書 7:15 
怠け 者 は 不潔 な 石 に 例え られ 、 誰 も が 彼 の 恥 を か いて シュ ーッ と い 


う 音 を 立て ます 。 意 必 な 人 は 開 の 山 に 例え られ ます 。 そ れ を 拾う 人 
は 皆 、 手 を 振る で し ょ う 。 伝道 の 書 22:1-2 


人 が 主 を 恐れ て 熱心 に 立ち 向かわ な い 限 り 、 彼 の 家 は 間もなく 倒さ 
れ ま す 。 伝道 の 書 27:3 


あな た の 息子 を 懲らしめ 、 彼 の わい せつ な 行動 が あな た の 罪 に な ら 
な いよ うに 、 彼 を 働か せ て くだ さい 。 伝道 の 書 30:13 


彼 が 怠 情 に な ら な いよ うに 、 彼 を 労働 に 送り な さい 。 怠 情 は 多く の 
悪 を 教え ん る か ら で す 。 伝道 の 書 33:27 


